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19.パラチオンに対するヨ トウムシ幼虫の抵抗性と幼虫の発育時期及び食茸 との関係｡

石余罪次･Fi崎幸三郎 (堤根省虚栄技術研究所柄辺見虫部昆虫科)30･lot17･受理 ･

事由に対する殺虫剤の効力比そa)発育程度や真物などによ9て大きな違いをもたらす.カブと

カシランの薫<ヨトサムシ幼虫を飼って3令以領の各令期に藻表法によってエチルパラチオン ー

の効力を稔し 令期や令期内の発育程度や食草の差<抵抗性がどのように変化するかをしらべ

た｡

ま え が 舌

各班の告虫に対する殺虫剤の効力は生物的な謂要因

の彫轡に交配される切両が極めて大きい｡生物的要因

の1?には対象告虫の発育程TRの相過が挙げられ 幼
虫の令糊と殺虫剤の効力との尉掛こついてはすでに多

くの実験が行われている｡〔CANl.Jm.I.(1926),N(ド

TI柑Y(1936).GumTmSON･STruh'D(1939),I)ll:1VT;Y

(1942),吉田(1948),HowTe.Ĉ w JlTuJL(1953),

MuKEZuEA(1933)及び一桁 ･石井(1955)〕｡しかしこ
れらの突放は主として令J抑馴こおける効力の差只を比

較したもので,令期内における変動を通じての両者の

関係は余り検討されていない｡

また昆虫塀の発育速度や発育兄は食餌食物によって

窮ることが知られている.したがって令Jg]と殺虫剤の

効力との関係は,幼虫の摂収した食T.官で只るかも知れ

ない｡ ･

雅者等は上記の間組を検討するために,カブとカン

ランで飼育したヨトウム㌣の各令幼虫をパラチオンでl

処理し;この殺虫剤に対する抵抗性が令糊や令朔円で

の時肌 食草の柾類によってどのように変化するか調

べてみた｡ここにその結果を報LBする｡

実験材料及び方法

この火映にFT]いたヨトウムシの幼虫は1954年9月26

-28日と1tJ35fril;J113-22日に筋化したものであ.る｡

食T..!としてはlt)T･4咋f)Jlに貯化した個休‡料こはカブを,
llJ55咋LrJJJに卿化した桐体刑にはカンラン緑窮を与え
た｡その他の肝n射IFはWd'm附汀を同様に取扱い,2

令脈までは待1..)cm.稚さ3cmのシャーレで,3令以

用いて25oCに調節した近況肘flで爪明せずに暗nq下
で飼Tfした｡

これらの幼山は3令以後に火映にtltLT:｡なおtJtlu:

山は牧山剤で処理する田Irnこそれぞれ20個体の休iIIを

1 I

測JTした｡

殺虫剤に対する拡抗性は次の方法によって検定した｡

伏IT]した殺虫剤はエチルパラチオンの46.6%乳剤を

水iEI水でJVrJri:の氾TRに稀釈したものである｡この稀釈

枚を,250Cの水和巾に作ら.榔 且が水槽の氾既と一致
した後に,胡径2cm,長さ.r=Jcmのガラス管の庇に綿

布を張り,この巾に3-4令的山は15-20個体,5-6

令幼虫は5m体入れ,上部を約邦で田ったものをこの

黙液中に30秒間浸UHノた.IIfZtJ'tを終った個肘ま田らに

ir;紙を敷いた径9cm,拭き2cmのシャーレに移した｡
この場合1シャーレ当り3-4分別 tは10-15個体.1

5-6令幼虫は約5m体を収め,各シャーレには飼育

にn]いたと同じ企T..略与えた｡この処理幼虫は温度

25oqの定温矧こ件ち,2祁古間後に生死を調表した｡

生死の区別は矧こ7i:rltL,正詑位を探って摂食してい

る個体を生とし.13的 なrfl止し,葉より落下して転倒

苦悶している桐榊 ,ら完全に̀死亡した個体までを元と

した｡

･実 験 結 果 ･ i.i

I)允I:tを矧 こした供試幼虫の体式と令期間との関

,係｡火験に供試した各令幼虫の体重とこの体重のちら

ぼりの程度を測定した結果は第1表の通りである｡

第1表によると,幼虫の体重は発育にともなって若

Lく増加した｡休iZiのちらぼりは5.5日日又は6日目

の3令幼虫が最も大きく,さらに発育が進むにしたが

って,減少する傾向が見られた｡一

一松本 ･湯的 (1950)はこの号トウムシの幼山糊は虫

I:iによって発育速度と発育_faが讃しく苅なることを和

じているが.耶=E･A等が行った飼育糾姫からカブとカン

ランで朗押したm作桝の1令から5命までの平均令糊

口IJを示すと,耶2･盛の止りである｡

耶2=RにJ:ると.･3令と4分では両脚維粥に大益が

見られないが,1令.2令及びT)令ではカンランで飼
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TableI. Averagebodyweightand itsvariabilityof
differentinstarsandagesofcabbagearmyworm,rearedI
onturmlpandcabbage.

Table2. Durationofinstarsofcabbagearmyworm
rearedonturnlpandcabbageleaves.

Turnlp 3.7 2.1 2.α 2.3 2.0 ･.12.1

Table3･ Mortalitiesofcabbagearmyworm.ofdifferent
immersionintoparathionemulsion.･

育した個体群よりもカブで飼育した

個体群の万が令期が少し軌 ､械向が

あり,そのため5令幼虫までの全発

育期間はカブで飼育した佃体刑の万

が1.5日ほど短縮している｡また同

じ発育時期に好ける体重は両個体群

で発育遠野が異なっているのと･両

個 体群P_体重を測定した時期が興っ

ていたので詳しく埠比較が出来ない｡

しかし5令後柳 ,ら6令初期の幼虫

の体軍略両担体群でほとんど同じで

あり,1t,他の令期や体重も体重を測定

した時期までの発育日数を考慮に入■←/
れれば.体重は両個体群の問でそれ

ほど大きな差異があったとは考えら

れない｡

2) エチルパラ弟オンに対する紙

抗力｡前述した方法で各令の幼虫を

パラチオン紋で処理し,1日後に生

死を調べ,.i,の結果から死虫率を辞

出した結矧 ま第3表の通りである｡

いま第3表 に示 した結狐か ら

Br.IbS(1935)に よって死出串を

probitに,浪硬を対数伯に変換 し

て浪皮-死虫率回帰直線を計許 し,

観測値のこめ直線に対する適合性を

放した結果は第4表に示す通りである｡

instarsand agesduetothe

Food ●
plant

Concentrationofethyl-parathionlIh p.ereentage
IO.002IO.OO410.01LO.02 10.04 10.1 )0.2 10.4
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TAbleI. Coneentratlon-mortalityregressionsofcabbagearmywormofdiLLerentJnstars.In°
agesdtJetOtheJmmerslonintoparathionemulsion.

Y-4.806-1.52J(Xl1.103)井

Y-4.619-1.524(X-1.411)林

Y14.579-1二508(Ⅹ-1.499)★

Y-15.171-1.546(Xll.248)-

Y-5.133-1.277(A-1.282)I～

Y･5.597-1.955(Ⅹ･0.679)= *

Y-4.968-1.733(X･0.905)= ★

Y･4.837-1.769(X･1.177)★**
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Y-5.002-2.493(k10.924)井L
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Y15.161-2.357(Xll.182)+～

Y-5.117-2.782(X-1.429)II
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0.827
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旺 *-CxlOl H =CxlO3♯**-CxlO!

第4表によると,カブ-t･飼育した個体は6令最後朗
幼虫を除き,他の発育期の幼虫についての幻肢･死虫

率回帰直線は観測値と抽出誤差の屯田でよJく一致して

おり.カンランで飼育した個体群はどの発育期の幼虫

でも抽出誤差の拍田でよく一致している｡そこで第4

東′に示 した渋皮一死虫率回帰iEi線から大沢･長沢

(1947)にもとずいて各発育期幼虫のパラチオンに対

する抵抗力を示す紹恒数を求め,更に50%致死浪度の

標準誤差を求めると.節5表のよ

うな結未が得られる｡

節5表によると.カブで飼育し

た個体群もカンランで飼育した個

体酢も50%致死浪皮は幼虫が発育

するにつれて増大する｡この増大

は6令初期の幼虫までば比較的榎

悦で中るが,6令初期から後期で
この脚大は非Tfrに朗著であった｡

いまカブで飼育した個体群の50%

致死氾庇の和犬状闇を示すのに.

5.5日日の3令幼虫のそれを1と

すると.10日Elの5令地山では

8.8倍 .ll.TJ日日の6令幼虫で

13.即洋,17日臼の6分幼91では

108.71ffとなる｡また各令的出の

50%致死澱TEのば恥.ytZ!は全般に
正って相当大きく,各幻肢一死虫

串Ful相田線から求めた50%敦死没

段は17.4-31.8形q)訳芸を伴って

いる｡次に約5表に示した50%致死淑皮の p-0.05

における伝頼限界を求め.この上限と下限の帽を図示

すると,第1回ゐ皿りである｡

この信板限界の上限と下限が式ならないものは,相

互に有意差がゐ8_と窄みられるので,この結果にもと

ずいて各発育期幼虫のパラチオンに対する抵抗力を比

較すると,カブで飼押した個体群では,5.5日目の3

令幼虫から9日日の5令幼虫までの抵抗力はそれぞれ

有意差を示して増大しているが,9日日の5令幼虫.

TableS.Resistanceofcabbagearmywormofdifferet)t
instarsandagestoethyl-para'thion:aspresentedinM.L.C.

Food
plant

AgelMedian StandardIStandard
TnstarIdiany I;nonsee霊:anttJioghe fodfe謡 空等.IeArIOLr.･ど
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attDSU叫tutn叫1t:RottZ!pOTX.U.J.IV

～1り
Ageindayfromhatching

ll

Fig). 山edianlethalconcentrationand
itsfiduciallimitatp-0.05ofethyl-para-
tllion.emulsioninrelationt｡thelarvalstage
and.lgCindayofcabbagearmyworm.The
armyWorm lyasrearedoneitherturnipor
cahh.lgeleaves.Figuresindicatethelarval
stafrCSOfthearmyworm.

10日ロの5令幼虫及び11･5日目の6令幼虫のLiuには有

意滋が認められず,ll.5日日の61,̂幼虫以後は再び有

忠に1m大している｡カンランで飼育した偶作桝では発

Iffが池むにつれて抵抗力はそれぞれ有意の差を示しな

がらm大したと考えられる｡

考 察

令刺とEj令の只･なるヨトウムシ幼虫をパラチオン紋

に30秒tl.J淀む'iして抵抗性を調べたところ,この幼虫の
パラチオンに対する抵抗力は発育が進むにつれて蹴苫

た哨大することが観察された..しかし第1表と邦5衣

に示した緋niから考察すると,幼虫の体韮増加と抵抗

力の和犬は平行的でなく,第1表に示した平均体式と

爪5出に示したi')0,00'致死氾皮とのtig係を図示すると第
2図のJ:うな曲線凶係が狩られる｡

耶'2t糾こよると,T両省の関係は3令幼山から5令後

期の地山まで.{)令後期から6令初期の幼虫まで,及

び6令机も肘,ら6命後糊の幼虫までの3つの果なった

幌向を示して変化するようで.5令後糊から6令初期

幼虫までは休血の上別口に伴う抵抗力の増大は極めて少

ない｡このような幌向は図にも見られるようにカブと

ガンランでの両個体群に同様な幌向がうかがわれる｡

-激 ･石井 (1055)はヨトウ■ムシ幼虫の令糊と DIJT

に対する抵抗力との関係を調べ,休盛の対数値は令期

の進矧 こよって-LEiJ線的に変化するが.50%致死渋皮の

対数舵は若令幼虫において比較的緩慢な糊大を示し,

孝舶幼虫に糾 ､て急激な増大を示すとした｡筆者等の

124
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Fig2･ TherelationoEthe享ncreasein

農,em';:vs慧 ICteotOtheethyiln-cpra;raastehio.;0.fhCeal霊 dgye
lVeigllt.Solid linelVith solidcirclesin-
dicatestherelationlYitharmyWorm reared
onturnipleavesandbrokenlinewithhollow
circlesthatlyith armylVOrm reared on
cabbageleaves.

､得た結米も類似な幌向を示すものであり,殺山機手招の

興った薬剤を班川した場合にも同様の結果が和られた

ことは興味深L.1｡

このJ:うに幼虫の発育にともなった非剤に対すろ紙

抗力の和犬は幼虫の発育期によって円的に只なった幌

向を示すようである｡そ-とで各時期における50%致yt:
氾皮を休盃や割り,幼虫の体重差を除外した変動の状

況を示すと,節6衣に示すはうな結果が柑られる｡

第6東によると,印位休韮当りの50%致光的此 (50
%致死氾庇を体式で除した伯)･はカブで飼育した伽体

刑では5..5日目の3令幼虫が段も大 きく,発Tfが巡tp

はど減少して,ll.5日目の6令幼虫が放少他を示し,

その後この掛ま上昇する｡一方カソランで飼押した偶

作群では11日目と12日日の5令助山が山も大きく,

ユ5日口の6令幼山が戯小他を示した｡この朋肘汀では

カブで朗IffLた胴休郡のような鮮ryJな帆Edは見られな

かった｡しかし11日Elと12日日の純米,-Jf除くと,他

の発育期的山のこの他の変劫はカブで飼#した個体桝

におけると同じ傾向が認められ,171位作調当りに変換

した各発Iff欄 の抵抗力は6令初脱の幼虫が瓜も低 く ‥
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Table6. 】ミntiooElhcrncdJhnlethalconcentration

oEcthyl-p.lmthionlo lJtldy lVCjghtof different
jnst.lrS;In°;lfrcS.

この時糊を暁として.そのillfJ後でnj]らかに只なった変

化を示すのでないかと考えられる｡またこのことと邦
2図に示した結果からみると,占トウムシ幼虫のパラ

チオ･/に対する拭抗性は5令後期か6令初期にTf的_な
変化を生ずるのでないかと,liiわれる｡この抵抗性のn

的変化はこの時期における幼虫の生皿の急激な変化を

示唆するのでないかと考えられる｡

PLZTTJT･IpS･SwIy01.冗(1910), SUiTl(1947),詩藤
(1950),GAiNES･MISTRIC.(1952),及び長沢(1952)

は昆虫斑の殺虫剤に対する拭抗力が金印の招矧こ著し

く彫響されることを明かにし,これは興った食桝で育

った個肘 ま体式と呼吸虫が只るためであるとした｡ヨ

トウムシの発育と食餌植物の柾矧こついては,松木 ･

捌舟(1950)がすでに食餌拾物が只る一と発育速度が只

ら.体式も興ることを明かにしているが.班者等の得
た約只でも,節2袋に示したように,カブとカyラV

では発育速度は興っていたらこのように食餌的物を異

にしたヨトウムシのパ ラチオンに対する抵抗力を

AT.L.C.によって比較すると,第5未及び節1図に

示したように.卿化後 8-9日目,すなわちi17!3･4
-0まではカンランのA3.で飼育した幼虫の方が抵抗力は

小さいが.それよf)1'.1-3日まで,すなわち節5令初

JuからR~7]火脚又は6令棚田まではカンランの弟で飼育

した桐作もカブの灘で朗liした胴体も,抵抗力に大小

はつけにくかつた｡しかし耶6令の巾,後脚には再び

カ･/ランで別行した的山のuE抗力が小さくなった｡

このように幼虫の市川とn†i別に,r上ると,カy ラy

の茄でItfつた幼虫とカブの茄でfI'った地山ではパラチ

オンに対する抵抗性に韮只を示す時糊もあ

るが,いまこれらの時期におけるALL.C.
と平均体式との関係を示した邦2図を見る

と,両者の掴係はカソラt/で育った幼虫と

カブで育った幼虫とで余り芸がないように

も見える｡換言すれば筒3･4令や第6令

で見られた抵抗力の差異は一見体重の差に

就くようにも考えられる｡し申し,第6表
に示すように,M.L.C.を体重で除して求

めた relatiyeresisbnceはカブで育った
幼虫はカy ラソで-打った幼虫よりも第3齢

及び茄6令ではrJ:しく大きな値を示してい

る｡ このことはこの2相の食餌植物で育っ

た幼虫のパラチオンに対する抵抗性が第3

･4令と6令では木TI的に迫っていたこと

を示唆するものと考えられる｡しかしこの

理由は評かでない｡

靖 .要

カブと･カy.ランの茄で飼符したヨトウムシ幼虫につ

いて,3令以後の各令別に浸Ul法によってェチルパラ

チオンに対する抵抗力を験したOその結果ヨトウムシ

のパラチオンに対すろ紙抗性は発育が進むほど顕著に

相加し,M.L.C.の和犬状況や,M;L.C.を体式で

除して求めた rehtivcresistanceの変動状況から見

ると,紙抗性は那6令の後期又は第6令初期を坊に,

その的後で木n的に只るようであった｡またカブで育

った幼虫はカソランでI打った幼虫よりも,第3･4齢

とm6令巾,後期には払い麗抗性を示した｡
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R虐sumd

CabbagearmylVOrmSrearedoneitherturnlp

orcabbageleaves .Were weighed and then

dippedintoethyl-parathlonemulsionofaseries

ofconcentrationsinthedifferentlarvalsbges

andatdifferentagesindayafterhatching.

TlleylVereimmersedfor30secondsat25oC.

andtheir/mortalitieswereexaminedoneday

later.ThoselarvaelVhicblVerefeedingonfood

plantleavesinnormalstatureatthetimeof

examinationlVereCOuntedassurvivedandtl10Se

lVlliclllVerenlOribundorceasedtofeedlVere

c()unted asdead,together lVith truedeath.

13ascdonthe mortalitiesthusobtained,the

medianlethalconcentrationsofethyl-parathion

emulsiontothisarmywormindifferentlarval

stagesandatdifferentagesindaywerecal-

culatedafterBLISS(1935).TheylVerePresented

節 20 番-lY

il一tables3-5.

Asghowninthetable5,andfig.1.M.L.C.

lVaSfound toincreaseCOnSistentlylVith tlle

advanceoflarvalgrolVtll,tlleincreasebeing
especiallyremarkableinthefifthandsixth

ユar.valstages･ItdoesnotincrcLISe.indirect

proportiontotheincreaseofbodylVeightaS

showninfig.2,andthreeperiods,C.g.from

the■thirdtothelate'fifthlarvalst.lge,from

thelattertotheearlysixthlarvalstageand

from theearlyrtothと1atesixthlarvalstage,
Seem toshowdifferentgradientsofincrease.

Th岳､relativeresistanceortheratioofM.LC.

totheaveragebodyweightwashighinthe

earlyandendperiodsoflarvalgroIVthaSSh01Vn

intable6.Thesefactsseem tosuggesttllat

theresistanceofthis armyworm to ethyl-

parathiondiffersbothqualitativelyandqlJan-

titatively.bcLoreandaftertheearlyperiodof

thesixthlarmlstage.

Thear･mywrom rearedonturnipleaves'was

foundt(Jbemore●resistantinthethird,fourth

andinlater･halfofthesixthlarvalstagethan

thearmylVOrmrearedoncabbageleこIVCS.This

differerlCeintheirresistancelVaSinexplicable

hythedifferenceintheirbodyweight.

RelationshipbetweentheAgean且t】leSusceptibilitytoBXCofAdtlltsofRice

WeevilandAzukiBeanWeevil.Akira GoTOJI(NationallnstituteofAgricultural

Sciences,Nishigahara,Tokyo,Tapan).ReceivedOct,17,1955,Bolyu-Kagahu,20,1狐

1fJ55(withEnglishresume,132).

20.コクゾウおよびアズキゾウムシの成虫の羽化後経過 E将 とBHC感受性とあ関係*
後傾 昭 .(良林省 員業技術研究所 良山科)30,10,17,受FJl

コクt/りおよびアズキ./サムシの成虫の老若度とBXC感受性との関係を接触煙幕法によって

明べた結果.前者<は感受性は羽化筏14日ま<大きく増大し 以後も若干の変動を続けるが,

後者のそれは雌唯ともにEI令が進むにつれて一方的に増大することがわかった｡

序 白

昆虫の殺虫剤に如する感受性の変異要田の一つに虫

の老若皮すなわち age二があるOこれは殺虫剤を用い

て害虫を駆除する場合に問超となるのは勿論であるが,

また殺虫剤の生物検定において鵬試昆虫を吟味する場

合考慮を欠くことのできないラj噸である｡
著者は,殺虫剤の室内における効力検定試験の眺試

見出として用い ら打て い るコクゾウSl'10♪Fu'zus

l:26

ory～～aeL.とアズキゾウムシ CalLosobrucJLtLSCILi"C,ト
sisL.の成虫について,日令と 1主HCに対する感受
性との関隣を3,raべたのでその結米を報告する.

なお,コクゾウとアズキゾウムシはともに的迦口に

属するが,前者は羽化後もお宅食を行い長1柳川にわたっ

て生存を続けるのに反して,後者はこの火映の場合の

ような灸件下では成山は食物をとらず吐Tj･:日数もli岨

･x･本朝の聖旨はすでにrl本広川jZtl虫′7:仝･応JTl劫物
学会合同大金 (ltJ51年,1tJ55年)において凝表した｡


